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自然素材を活用した建築ボー ドの 開発 一木 炭と竹繊維 の 有効利用一

　　　　　　　　 （その 1．研究 目的および実験 計画 ）
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1．はじめに

　日本では古くから左官塗り材料として調湿機能を備えた漆喰が多用されてきたが，これを乾式 パ ネル 建材 （化粧漆

喰）として製品化するなど ， 自然素材の特徴を生かした建築材料の 開発が ここ数年，活発に行われるようになっ てきた。

　その 理 由は ， 今まで は顕在化することがなか っ た住宅用建材か らの揮発性有機化合物の有毒性が問題となり， 人体

の 安全に関する問題として大きく取り上 げられるようになっ たからである．本研究で開発予定の建材は木炭の持つ 調湿

性，有害物質の 吸着作用に着 目したもの で，木炭を大量に使用した場合， 建材としての 十分なi鍍 が得られない ことが

予想され，それを補うために竹 の 繊維で補強するこ とを試みた木質系複合材料である。

　杉材の 産地として全国的に有名な大分県日田市では ， 間伐材や製材時に発生する端材を有効に活用するため ，
こ

れを原料にした木炭（粉炭）を製造するために日田市森林組合炭化事業所を設立し， そ の製品化ならび に販売事業を

開始して い るが ， ±壌改良用資材として使朔されて い る場合がほ とん どで，生産量に匹敵するような用途開発は行われ

てい ない の が実状で ある。大分県別府市に は竹が多く育成し，竹工 芸製品の 産地として全国的に有名で あるが，竹材

を竹工芸品として消費できる量は少なく，他分野で の 用途を模索して い る。

　木炭の 特性としては，軽量であり，吸湿性，吸水性，保水性，断熱性，吸音性に優れてい ることが明らかになっ てい る 。

竹材は生長が早く再生能力が高い こと， 比較的長い 繊維長を持っ こと， 力学的特腔に優れて い ることなどが特徴として

あげられる。 木炭（粉炭）の粒子を結合するものがセ メン トペ ー
ス トあるい は石膏ペ ース トで ， そ の強度補強の役 目を果

たすの が竹繊維で ある 。 多孔質材料である木炭を大量に使用するこ とで吸放湿 腔能が付加され ， 有害物質の除去など

空気浄化作用が期待できる。また，保湿 睦，吸音性も従来の建材ボードに比較して高めることが可能になる。木炭およ

び竹繊維という自然素材を活用して セメント系や石膏系ボードを製造するの は今回が初めてで，図一1に示すように環境

問題に配慮した取り組み でもあるが，そ の 前段階として ， ボ
ー

ドを試作し， 木炭および竹繊維の 素材としての 可能陸を

検討することにした。以下は その 報告である。
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表一3 糖分分析結果
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図
一3 糟分分析結果

竹 （真竹）および未処理の竹繊維の糖分分析も行

っ た。 なお ， 本実験における未処理の状態とは図

一2の フ ロ
ー

チ ャ
ートに沿っ て繊維化 した状態 （煮

沸前）の こ とである。 分析の方法は試料を 1（＞S”c

で pa時間絶乾状態に した後 ， 濾過 し ， 残渣 （拙出

物）を用い て遊離糖分を高速液体ク ロ マ トグラフ

ィ
ーで 分析した。測定結果の

一例を図一3 に示す。

表一3に糖分分析結果を示 して い る。 これによる と，

生竹の糖分は 928％と非常に高い値を示 してい る

が
，

い ずれの抽出方法におい ても煮沸時間0分に

おい て すで に糖分は検出されない結果となっ た。

こ韻 ま，混練に使用するまでの 工 程において ， 煮

沸や吸水 とい っ た処理が多く含まれてお り ， その

過程で糖分が除去されて い っ た こ とによるものと

考えられる 。 以上の 分析結果より， 本実験で使用

した竹繊維には糖分が含まれて い な い こ とが分か

っ た。

2．3 調合

　既報
！）における予備実験 では結合材となるセメン

トペ ース トを極端に軟らか い状態で練っ たため
， 木

炭や竹繊維の十分な分散が得られず， 強度の低下や

ばらつ きが多く見られた。 そ こ で本実験では水セ メ

ン ト比を 30％とし， 高性能 AE 減水剤を使用した粘

表
一4 調合
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表一5 ブレーンセメントペ ー
ス トの フ レッ シュ 性状

WC
（％ ）

混和剤

添加量

（cx ％）

フロー値

（mm ）

空気

量（％）

単位容積

　質量

（kg1の

30 0．5205x2074 ，0 2，06

性の高いセメン トペ
ー

ス トをマ トリヅクス として木炭および竹繊維を混入 するこ ととした。 調合の
一
覧を表4 に

示す。 基本となるプ レーンセメン トペ
ー

ス トのフ レ ッ シュ 性状にっ い て表一5 に示す 。 本実験における調合の基本

的な考え方につ い て図4 に示す 。 本実験では水セ メ ン ト比 30％の セメ ン トベ
ー

ス ト供試体を基準とし全体の容積
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に対 して体積％で竹繊維を Z4，
6％および木炭を

CO
，
60，80％混入 した。なお

， 混練は全 て恒温恒湿室内

にて行 っ た 。

2．4 混練，打設および養生方法

　 セ メン トペ ー
ス トの混練にはモルタル ミキサ ー

　（容量 5e）を用い て行っ た。 セメン トペ ー
ス トを作

製した後 ， 木炭 ， 竹繊維の順に混入 し ， それぞれ手

動で十分に攪拌を行っ た 。 混練状況を図・5 に示す 。

作製するボー ドの寸法は 500×500× 10mm とし ， 図

6 に示すような形状の型枠を用い た。 打設方法につ

い ては思考錯誤した結果， 実際に作製するボードの

容積 （25の の 1，6 倍に当る 4eの木炭および竹繊維

混入セメン トペ ー
ス トを型枠に打ち込み

， 隙間がな

くな り厚さが 10  になる ように ， 過分な圧力を加

えない ように注意しながら万力で プレス した。 打設

後 ， 供試体は実験室内にて水分を含んだ布を被せ ，

シートで覆い 材齢 2 日で脱型 した 。 脱型後 ， 材齢 28

日まで恒温恒湿室内において水中養生 し， 材齢 28

日におい てボードを曲げ強度試験用供試体寸法（200
× 50× 10  ）に 18枚賻 し， 9 枚は引き続き 箆

日間水中養生を行い
， 残りの 9枚は恒温恒湿室内に

て 28 日間気中養生 とした。

2 ．5 実験方法

　 曲げ強度試験 聡 A5908に準じて行っ た。実験に使

用した供試体の 寸法は 2．4 より， 作製したボー
ド（SOO×

跚 × 10  泙ら切断された   × 50× 1（  ｝である。

実際に曲げ強度試験に使用する供試体数は ボードか

ら切断された曲げ強度試験用供試体 18枚から打設状

態の よい気中養生 5枚， 水中養生 5枚を選び出した合

計 10枚である。 曲げ6鍍 試験を行う前に供試体の質

量，寸法（長さ， 幅 ， 厚さ）を測定した。曲げ強度試験の

載荷速度（ストロ
ー

ク速度）は供試体に衝撃を与えずに

一
様に荷重を加える必要がある。荷重がかかりはじめ

るまでは lmrnXn血 の 速度で ， その後 O，lmmvi 血 の速

度になるように 設定した。 実験は後半の 曲げタフネス

を算出するために供試体が破断するまで続けた。破断

後の 供試体の状態を観察するために写真撮影し，破

断した供試体の片方の 質量と寸法（破断面の厚さ， 長さ，

幅）を測定し乾燥機に入れ 1〔E ℃で 24h 乾燥させ
，

105℃後の質量を測定し， 含水率を測定した。
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一5 混練状況
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